
【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによるコネクト学習の充実

西米良村立西米良中学校（宮崎県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

端末の日常的な持ち帰りの中で、授業とつなぐ家庭学習の在り方を工夫

コネクト予習型では、「考え
をもつ」段階を家庭学習で
行うことで、導入の時間を
短縮し、協働作業や協働解
決・確かめる時間を確保す
ることにつながっている。

協働的な学び・習熟の時間の確保につなげる家庭学習への転換

家庭学習の充実

自分の意見をしっかり述べ
ることができるようになって
きた。また、「できた、分かっ
た」の実感できる場面が増え、
充足感を得ている。

自分で考えたことを他者に
説明し、協働的な学びの中
で相互補完し、学びの充実
を図っている。

コネクト学習
予習型

生徒の変容

既習した知識を使って、自分なりに解を
導き出し、教師に提出する。


